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と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う

イ

モ

掘

り

わ
あ
／
ま
た
あ
っ
た

秋
の
陽
ぎ
Ｌ
を
ポ
カ
ポ
カ
あ
ぴ
な
が

ら
、
第
二
保
育
所
（
吉
田
団
地
）
で
イ

モ
掘
り
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
園
庭
の
空
地
を
利
用
し
て

園
児
に
イ
モ
掘
り
を
通
じ
て
土
に
少
し

で
も
な
じ
み
収
穫
の
喜
び
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
春
に
保
護
者
の
か
た
に
も

手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
自
分
た
ち
の
手

で
苗
を
植
え
大
切
に
育
っ
て
い
た
も
の

で
す
。園

児
た
ち
は
、
自
分
で
掘
る
イ
モ
に

大
は
し
ゃ
ぎ
。
ツ
ル
を
か
き
わ
け
て
、

次
か
ら
次
に
で
て
く
る
大
き
な
イ
モ
に

目
を
タ
ル
タ
ル
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

掘
っ
た
イ
モ
は
、
き
っ
そ
く
三
時
の

お
や
つ
に
…
…
残
り
は
〝
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
〟
の
お
土
産
と
な
り
ま
し
た

町　の一人　口

10月末現在（）は昨年比

人　　口　25，811（＋　478）

男12，530（＋　255）

女13，281（＋　223）

世帯数　7．832（十　255）

町の面積　相．82　嘘



昭
和
五
十
四
年
の

成
人
式
の
該
当
者
を
調
査
し
て
い
ま
す

州刷棚ＩＩ〟昭和53年11月25日　…腑…間冊…酬冊酬冊冊酬ｌ冊冊

氏
名
の
間
違
や
移
動
も
れ
の

か
た
は
教
育
委
員
会
ま
で

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
一
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
成
人
式
に
該

当
す
る
新
成
人
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
新
成
人
に
該
当
す
る
の
は

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
か
た
で
、
該
当
者
を
十
一
月
一
目
現
在
の
選
挙
人
名
簿
に
よ
っ
て
調
奄

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
転
入
な
ど
で
、
名
簿
に
の
っ
て
い
な
い
人
、

ま
た
は
氏
名
に
間
違
い
の
あ
る
人
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
居
住

地
区
の
公
民
館
長
に
申
し
出
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

立
屋
敷

入
江
勝

伊
左
座

白
有
京
ｆ

武
内
順
子

み
ず
ほ

花
木
幡
一

枝
和
代

井
原
直
樹

永
井
彰

山
良
美

こ中
村
一
路

船
津
学

田
野
雅
子

白
石
秀
夫
　
吹
田
信
二

鷲
崎
正

小
野
商
文
・
ポ
川
宏
　
時

卜
屋
敷
慶
子
　
小
川
美
由
紀

官
本
美
智
子
　
大
山
剛

藤
原
由
子
　
溝
口
兵
書
　
大

宮
蕃
芳
昭

橋
口
音
久
代
　
増
田
憲
司

田
仲
磯
美
　
前
迫
佳
美
　
多

多
田
野
竹
幸
　
落
合
修
一

大
野
政
代
　
糸
田
美
代
．
ナ
　
阿
南
孝

二
町
住

片
山
喜
代
美
　
稲
田
骨
子
　
大
本
幹
子

木
本
敦
ナ
　
竹
内
鬼
奈
美
　
樋
口
俊
幸

下
〓

塩
沢
洋
子
　
多
田
美
鶴
　
田
中
俊
二

旦
尚
み
ゆ
き
　
江
‖
三
枝
子
　
上
地
春

枝
　
入
江
明
美
　
岩
永
恵
子
　
石
山
千

慮
　
岳
几
武
男
　
李
静
江

下
〓
町
住

宮
本
青
柳
　
河
村
浩
二
　
尾
崎
京
ｒ

大
野
進
　
立
村
る
み
子
　
本
野
光
宣

沖
津
信
行
　
葉
山
祐
　
松
瀬
邦
子
　
小

川
素
．
†
一
坦
取
和
代
　
藤
原
ひ
と
み

入
江
興
産

末
次
久
子

林
住
宅

腹
囲
裕
二

吉
田
団
地

石
黒
裕
子
　
新
谷
繁
利
　
秋
永
孝
司

杏
パ
か
お
る
　
地
平
君
枝
　
和
田
ゆ
う

了
し
葉
川
美
子
　
井
本
栄
一
黒
木
恵

一
桑
山
秀
人
　
本
間
栄
一
Ｈ
野
山

洋
一
梓
川
多
美
恵
・
甲
山
良
二
　
福

山
刷
　
穐
田
隆
志
　
川
上
正
勝
　
安
倍

和
江
　
仕
方
美
代
子
　
川
工
学
　
井
手

龍
典
　
秋
志
降
生
　
栗
木
暢
十
　
松
岡

淳
子
　
木
下
文
子
　
毒
元
和
敏
　
飯
相

良
由
美
　
犬
山
し
の
ぶ
　
相
川
叔
ナ

上
呂
哲
美
．
森
山
仕
世
ｆ
　
菅
原
裁
凶

川
原
嶋
美
　
植
松
忠
司
　
永
山
綾
子

衡
藤
三
千
代
　
杉
井
智
美
　
関
武
司

納
品
間
正
　
杉
本
摩
ｆ
　
純
出
文
江

吉
田
ノ
一

楢
搬
摂
子
　
白
土
和
寛
　
栗
Ｈ
里
美

藤
野
恵
美
子
　
堀
孝
輔
　
宮
内
里
美

足
立
裕
美
子
　
近
藤
佳
子
　
小
川
和
子

緒
方
和
博
　
福
山
潮
音
∵
緒
止
上
　
着

下
信
一

青
田
ノ
二

川
野
幹
二
　
小
宮
良
子
　
有
本
克
則

渕
川
順
ナ
　
白
石
一
雄
　
渡
辺
祐
二

宮
津
明
　
濱
崎
哲
夫
　
熊
野
孝
ｒ
　
辻

恵
子
　
坂
井
一
利
　
松
崎
浩
二
　
岩
本

良
一
島
谷
正
則
　
木
村
千
代
乙
1
　
川

趨
新
一

吉
田
ノ
三

澄
山
孝
市
　
高
雄
正
則
　
井
川
藩
一

森
島
幸
二
　
栗
栖
み
ゆ
き
　
神
田
奮
進

大
隅
昭
彦
　
白
石
明
津
　
石
塚
箪
　
山

賀
惟
裕
　
石
塚
明
子
　
城
康
久
　
梶
原

美
和
　
竹
本
や
よ
い
　
藤
崎
垂
行
　
山

賀
郁
子
　
西
田
敏
行
　
官
本
春
江
　
中

野
裕
之
　
堀
内
千
鶴
　
石
的
千
代
美

向
井
義
隆
　
亀
山
光
雄
　
後
藤
明
子

向
井
和
則
　
阿
南
清
美
　
廣
沢
智
広

安
藤
ひ
と
み
ノ
高
屋
智
恵
子
　
川
本
泰

三美
吉
野

明
滅
久
子
　
牛
尾
琢
司
　
教
本
太
　
安

武
薯
広
　
藤
野
達
郎
　
朗
丸
知
二
　
藤

原
文
夫
　
上
野
止
彦
　
落
合
弘
子
　
竹

野
英
次
　
巾
ノ
打
英
審
　
橋
本
満
　
藤
間

英
夫
　
後
藤
多
佳
子
　
今
井
由
美
子

石
江
翠
ナ
　
栗
田
久
美
子

鯉
口
区
及
び
鯉
口
団
地

川
中
正
雄
　
川
元
美
里
　
佐
藤
良
高

池
田
勇
人
　
上
田
裕
子
　
石
井
順
子

平
林
富
士
雄
　
満
Ⅲ
る
み
子
　
香
川
公

隆
　
野
中
真
二

頃
未

徳
原
束
子
　
新
川
浩
輝
　
花
田
裕
司

溝
田
次
生
　
宮
城
清
美
　
川
越
武
　
福

田
輝
哉
　
有
用
千
鶴
　
中
尾
隆
幸
　
宮

崎
竹
粛
莫
　
小
田
康
隆
　
谷
口
年
幸

山
本
恵
子
　
村
上
登
　
神
田
佐
知
子

富
原
秀
彰
　
汐
田
下
．
鶴
　
荒
木
典
子

富
田
康
弘
　
増
田
長
盛
　
須
本
善
子

坂
口
政
幸
　
松
本
初
美
．
中
由
薄
　
地

智
哲
郎
　
山
下
冨
美
子
　
圃
友
裕
之

山
本
宏
司
　
山
本
弥
生
　
藤
崎
富
士
江

片
山
裕
子
　
久
野
清
　
藤
井
聡
美
　
佐

藤
東
澄
　
高
市
明
美
　
森
田
和
郎
　
三

浦
晃
二
　
楠
八
重
い
く
み
　
古
閑
隆

有
松
千
秋
　
内
田
勉
　
川
原
恵
子
　
竹

内
和
宏
　
富
田
美
智
子
　
大
山
幸
子

岡
本
奉
求
．
坂
由
恵
子
　
間
本
明
　
皇

南
敬
子

机室
井
直
美
　
坂
田
久
恵
　
中
谷
紀
行

末
崎
千
鶴
　
行
正
信
幸

二
社
区

長
岡
良
幸
　
山
形
猛
　
時
津
祐
幸
　
堀

Ｕ
静
江
　
白
木
久
美
　
有
志
加
代
ナ

白
木
時
男

古
賀
・
新
生
街

荒
木
利
夫
　
古
谷
冨
美
子
　
綾
野
恵
子

中
武
英
一
荒
木
保
子
　
井
地
あ
お
い

内
海
朋
子
　
長
純
宗
碓
　
東
谷
幸
子

押
川
カ
ズ
ミ
　
竹
拍
正
ナ
　
井
目
寛
己

古
賀
区

内
堀
高
子
　
坂
本
和
子
．
赤
時
美
幸

篠
原
頗
二
　
山
本
正
一
松
永
幸
光

吉
岡
使
丁
　
尾
崎
正
勝
　
末
富
美
童
子

松
岡
孝
子
　
岩
下
加
代
千
　
村
下
鈴
江

吉
村
公
子
　
中
原
悪
心
　
白
石
久
美
子

山
崎
豊
　
桑
野
弘
子

梅
ノ
木
団
地

．

”

　

）

戸
田
和
子

梅
ノ
木
区

笈
日
義
彦
　
山
下
秀
廣
　
泰
下
実
　
嶋

村
文
男
　
矢
山
ち
と
せ
　
竹
上
里
美

杉
本
幸
恵
　
婁
原
修

高
松
区
及
び
高
松
団
地

水
元
俊
之
　
伊
藤
稔
　
西
川
義
典
　
渡

辺
典
子
　
木
藤
修
　
長
田
浩
美
　
山
口

真
利
　
辻
野
修
　
佐
久
間
和
子
　
梯
富

子
　
江
頭
謙
造
　
加
久
田
恵
子
　
山
下

美
月
　
小
田
小
夜
子
　
藤
本
昌
幸
　
木

下
敬
二
　
亀
崎
さ
と
み
　
橋
本
和
則

内
藤
秀
代
　
神
谷
隆
司
　
京
俊
光
　
鈴

木
良
男
　
内
田
多
美
子
　
荒
巻
和
徳

阿
比
留
一
大
　
岩
見
加
代
子
　
大
川
真

治
　
中
村
美
子
　
萩
原
み
ど
り
　
藤
原

友
明
　
馬
渕
ト
モ
子
　
杉
本
幸
恵
　
古

川
節
弥

樋
口

柳
智
明
　
大
場
祐
二
　
松
永
真
理
江

篠
原
昌
江
　
塚
原
一
棟
　
境
加
奈
子

井
本
智
保
子
　
時
津
三
枝
子
　
茨
木
久

江
　
太
田
昌
志
　
三
木
多
賀
子
　
的
野

啓
二
都
　
青
木
博
志
　
上
月
葉
子
　
土

居
博
幸
　
金
か
お
り
　
皇
甫
京
子
　
具

信
子
　
金
弘
行
　
藤
井
次
男
　
中
妻
美

智
子

猪
熊

岡
村
光
哲
　
足
立
弘
明
　
内
座
久
美
子

釜
一
政
　
蒲
原
靖
児
　
川
上
真
理
子

下
田
裕
史
　
中
野
幸
子
　
樋
口
房
枝

深
水
誠
司
　
中
山
清
子
　
鬼
崎
智
美

音
水
祐
二
　
山
形
千
代
美
　
堀
京
子

今
岡
諭
　
矢
坂
恵
子
　
原
田
陽
子
　
行

徳
寿
子
　
冨
松
悦
√
　
三
宅
順
子
　
片

山
浩
　
三
志
良
江
　
山
腰
雅
彦
　
矢
鍋

清
美
　
黒
田
信
和
　
時
盛
里
美
　
吉
永

祐
二

猪
熊
町
住

森
下
京
一
川
原
美
智
明
　
本
田
秀
人

秋の火災予防運動期間中（11月26日～12月2日）朝7時と夜8時の2回サイレンを鳴らします。
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差
別
の
な
い

明
る
い

も

う

一

廊
嶺
問
題
の
解
決
」
に

町
づ
く
り
を

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、
「

人
権
週
間
」
で
す
。

こ
れ
は
、
一
九
四
八
年
十
二
月
十
日

第
三
回
国
際
連
合
総
会
で
「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て

設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
本
年
で
三
十
過

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
福
岡

法
務
局
北
九
州
支
局
及
び
北
九
州
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
に
お
い
て
は
、

◎
人
権
の
共
存

－
対
話
に
よ
っ
て
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
を
つ
く
ろ
う
ー

◎
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

◎
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う

を
重
点
目
標
に
人
権
思
想
の
普
及
徹
底

に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
お
互
い
が
気
軽
に
言
糞
を

交
わ
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
通
い

合
い
が
得
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
明
る

く
住
み
よ
い
社
会
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在

黄
も
重
要
な
人
権
問
題
で
あ
る
同
和
問

題
は
、
す
べ
て
の
人
が
こ
の
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
一
層
認
識
を
深
め
て
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
、
差
別
の

心
を
な
く
す
た
め
に
横
腹
的
に
努
力
す

る
必
要
が
あ
る
。
更
に
、
私
達
の
周
囲

に
残
っ
て
い
る
男
女
間
の
差
別
的
な
な

ら
わ
し
を
あ
ら
た
め
、
真
に
男
女
が
平

等
で
あ
る
よ
う
い
ま
一
度
み
ん
な
で
考

選
挙
人
名
簿
の
閲
覧
を

ー
町
選
挙
管
理
委
員
会
－

選
挙
人
名
簿
は
、
水
巻
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
基
づ
き
、
選
挙
管
理
委

員
会
の
審
議
を
経
て
登
録
決
定
が
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
か
な
る
場
合
で
も
こ
の
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
な
い
と
一
票

を
投
じ
る
こ
と
は
ｌ
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
確
認
の
た
め
に
も
、
名

簿
に
登
録
し
た
と
き
は
、
一
定
の
期

間
を
設
け
て
み
な
さ
ん
に
縦
覧
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
期
間
以
外
で
も
、
い
つ
で
も
閲
覧

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
た
だ
し
選
挙
運
動
期
間
中
お
よ
び
選

挙
の
期
日
後
五
日
以
内
な
ど
は
除
く
）

閲
覧
の
う
え
、
名
簿
に
誤
り
が
あ
れ

ば
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
∵
町
選
挙
管
理

委
員
会
で
は
、
来
春
の
統
一
地
方
選
挙

を
ひ
か
え
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

え
て
み
よ
う
」
と
い
う
趣
旨
で
そ
れ
ぞ

れ
定
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

な
お
、
そ
の
ほ
か
人
権
問
題
や
法
律

問
塔
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
相

談
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
合
同
で
十
二

月
十
四
日
、
十
時
～
十
五
時
ま
で
行
い

ま
す
の
で
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

水
巻
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お

っ
率
で
考
え
1
み
ま
し
ょ
う

り
で
す
ら
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
　
　
　
　
　
岡
　
降
一
　
猪
熊

富
田
サ
カ
エ
下
二
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
静
寅
　
机

部
落
問
題
を
み
ん
な
の
も
の
に
す
る
た
め

町
部
落
解
放
秋
季
講
座

▽
日
時
　
相
月
9
日
　
午
後
1
時
か
ら

▽
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▽
講
演
　
「
自
分
で
手
に
入
れ
る
し
か

な
い
」
　
福
岡
県
同
和
教
育
研
究
協

議
会
　
事
務
局
長
　
渡
辺
ひ
ろ
や
す

▽
主
催
　
水
巻
町
　
水
巻
町
教
育
委
員

会
　
水
巻
町
同
和
教
育
研
究
協
議
会

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
巻
短
歌
大
会

水
巻
短
歌
会
で
は
、
十
一
月
二
日
に

「
文
化
の
日
」
の
記
念
行
事
と
し
て
、

短
歌
大
会
を
町
民
全
館
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
同
大
会
に
は
、
水
巻
短
歌
会

合
口
臼
ぞ
ど
二
十
人
ほ
ど
の
か
た
が
集
ま

り
、
与
、
与
ら
れ
た
歌
題
に
筆
を
奮
い
ま

し
た
。作

品
は
、
現
在
の
世
相
を
反
映
し
て

い
る
も
の
が
多
く
、
今
の
水
巻
町
を
如

実
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

入
賞
作
晶
は
次
の
と
お
り
で
す
。

水
巻
町
長
賞
　
上
坂
満
寿
美
（
古
賀
）

明
け
そ
め
し
秋
雨
し
げ
く
降
る
中
を

新
聞
少
年
は
足
早
や
に
去
る

教
育
長
賞
　
近
藤
友
見
（
短
歌
会
員
）

人
の
世
の
間
（
せ
め
）
ぎ
を
よ
そ
に

菊
つ
く
る
　
田
中
秀
樹
は
わ
が
歌
の

友
水
巻
短
歌
会
良
貨

沌
田
ス
ガ
ノ
（
吉
田
二
）

川
戸
に
て
物
洗
ひ
し
は
遠
さ
日
か

草
生
ひ
濁
る
堀
川
の
水

毎
日
新
聞
社
賞

坂
梨
サ
カ
ヱ
　
（
吉
堕
一
）

閲
覧
し
て
い
た
だ
き
、
名
簿
の
正
確
性

を
は
か
る
こ
と
を
Ｒ
Ｈ
的
に
つ
ぎ
の
と
お

り
選
挙
人
名
簿
の
抄
本
を
あ
っ
せ
ん
し

ま
す
。こ

の
抄
本
は
、
住
所
、
氏
名
の
み
の

記
載
と
な
っ
て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
を
し
た
人
に
必
要
部
数
の
み
を
印

刷
作
成
し
て
配
布
し
ょ
う
と
す
る
も
の

で
す
が
、
選
挙
人
名
簿
の
正
確
性
を
は

か
る
と
い
う
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る

場
合
に
は
、
申
し
出
を
受
付
け
ま
せ
ん

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
1
2
月
5
日
ま
で

▽
申
込
先
　
　
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
住
民
係
）

▽
配
布
期
日
　
1
2
月
中
旬
の
予
定

▽
配
布
場
所
　
町
選
挙
管
理
委
員
会

▽
申
込
方
法
　
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
記

名
押
印
の
う
え
、
内
金
千
円
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
費
　
用
　
必
要
部
数
の
み
を
作
成

し
て
配
布
し
ま
す
の
で
費
用
は
実

質
の
部
数
按
分
と
な
り
ま
す
。

申
込
者
以
外
に
は
配
布
し
ま
せ
ん

の
で
、
期
限
ま
で
に
お
忘
れ
な
く
申

し
逮
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
住
民
の

み
な
さ
ん
は
転
入
・
転
出
・
転
居
な

ど
の
届
出
は
早
め
に
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
よ
す
。

廃
坑
の
丘
の
な
だ
り
は
夕
峡
の

色
フ
つ
ろ
ひ
て
人
影
も
な
し

西
日
本
新
聞
社
賞

江
藤
敬
一
（
短
歌
会
員
）

・
小
企
業
に
職
得
て
通
ふ
す
す
き
径

海
荒
ら
ぶ
日
は
風
に
つ
ま
づ
く

住
宅
金
融
公
庫
貸
付
中

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
次
の
と
お
り

住
宅
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
事
ま
す

。
大
型
個
人
住
宅
建
設
資
金
（
1
2
0

腑
～
1
5
0
扉
ま
で
の
住
宅
）

5
4
年
1
月
3
1
日
ま
で

二
股
建
売
住
宅
購
入
資
金
（
土
地
・

建
物
を
同
時
に
購
入
す
る
住
宅
）

5
4
年
3
月
3
1
Ｈ
ま
で

。
個
人
住
宅
特
別
貸
付
（
公
共
事
業
の

移
転
者
な
ど
の
住
宅
）

5
4
年
1
月
3
1
日
ま
で

。
住
宅
積
立
郵
便
貯
金
預
金
者
貸
付
（

郵
便
局
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
た
か
た

の
住
宅
）
　
5
4
年
1
月
3
1
日
ま
で

Ｇ
住
宅
改
良
資
金
（
住
宅
の
増
・
改
築

修
繕
な
ど
の
工
事
）

5
4
年
1
月
3
1
日
ま
で

。
財
形
住
宅
資
金
（
財
形
貯
蓄
者
が
行

う
建
設
・
購
入
・
改
良
）

5
4
年
2
月
2
8
日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫

福
岡
支
所
住
宅
相
談
所
へ
℡
0
9
2
・

7

1

2

・

5

5

5

5

）

ま

で

火事・赦急車は691－0119番へ　警察は110番へ
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胃
ガ
ン
集
団
検
診

▼
日
時
　
1
2
月
5
日
　
9
時
～
1
1
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
料
金

国
保
被
保
険
者
　
　
5
0
0
円

社
保
・
そ
の
他
　
1
3
0
0
円

（
国
保
か
ら
2
千
円
　
町
か
ら
千
2

百
円
そ
れ
ぞ
れ
補
助
を
し
て
い
ま
す
）

▼
申
込
方
法

1
1
月
2
7
日
か
ら
先
着
百
名
ま
で

役
場
衛
生
係
に
料
金
を
添
え
て
予
診

を
と
り
ま
す
の
で
本
人
が
申
込
み
く

だ
さ
い
。

一
才
六
か
月
幼
児
相
談

日
毎
に
発
達
す
る
子
供
達
。
そ
の
発

達
を
暖
か
く
見
守
り
た
い
も
の
で
す
。

一
才
六
か
月
と
い
う
時
期
は
大
変
大
切

な
時
、
こ
の
機
会
に
育
児
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
を
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
1
2
月
4
日
・
1
8
日

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

▼
対
象
児
　
生
後
一
才
六
か
月
～
一
才

八
か
月

▼
内
容
　
健
康
相
談
　
体
重
・
身
長
計

測
　
家
族
計
画
な
ど

吉
田
団
地
乳
児
相
談

▼
日
時
　
1
2
月
1
5
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

▼
場
所
　
吉
田
団
地
公
民
館

▼
対
象
児
　
生
後
二
か
月
～
一
才
二
か

月

▼
内
容
　
健
康
相
談
・
計
測
・
家
族
計

画
（
用
品
を
用
意
）

十
＝
月
の
…
配
。
腎
談

▼
日
時
　
1
2
月
6
・
1
4
・
2
6
日
　
1
3
時

～
1
6
時
3
0
分
（
1
4
日
は
人
権
相
談
と

合
同
で
1
0
時
～
1
5
時
）

▼
場
所
　
町
民
全
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

＝＝12月のし尿汲取予定日コ＝＝ここｉｉ
ｌｔ

Ｈ ｌ日　頃末、猪熊
！！

ｉｉ　2日　頃末、埼熊県住、頃末（5・12区）

猪熊

ｉｉ　4日　鯉口、車返し、頃末（12・13区）

猪熊

ｉ　5日　鯉口、御輪地、垣添、片山、猪熊
ｌ1

6日　古賀、緑風園、中央区、松栄荘団　Ｈ

交
通
事
故
相
談

▼
平
日
　
9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

土
曜
　
9
時
3
0
分
～
1
2
時

▼
弁
護
士
相
談
日

毎
週
金
曜
　
1
3
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
小
倉
北
区
明
治
生
命
小
倉
ビ

ル
八
階
　
小
倉
調
査
事
務
所

相
談
は
無
料
で
す
。
遠
慮
な
く

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
1
2
月
5
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
間
市
役
所
市
民
相
談
室

公
給
領
収
証
を

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
ｌ
、
旅

館
、
飲
食
店
な
ど
を
利
用
さ
れ
た
と
き

は
、
必
ず
公
給
領
収
証
を
受
け
取
っ
て

納
税
義
務
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
は
1
人

1
回
の
飲
食
料
金
が
2
千
円
以
下
は
免

税
、
旅
館
に
つ
い
て
は
、
1
泊
4
千
円

以
下
免
税
（
基
礎
控
除
は
1
0
月
1
日
か

ら
2
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
発
給

事
務
取
扱
会
場
の
変
更

毎
週
火
曜
日
、
北
九
州
市
戸
畑
区
戸

畑
市
民
会
館
に
お
い
て
、
旅
券
の
申
請

受
付
及
び
交
付
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が

同
会
館
の
改
築
工
事
の
た
め
、
次
の
よ

う
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

▼
変
更
会
場
　
北
九
州
市
立
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
戸
畑
駅
前
）

▼
変
更
期
間
　
1
2
月
1
9
日
～
5
4
年
3
月

2
7
日

▼
取
扱
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
9
時
3
0

分
～
1
5
時

気

軽

に

借

り

ら

れ

ま

す

国
の
〝
進
学
ロ
ー
ン
″

▼
対
象
者
　
高
校
、
高
専
、
大
学
な
ど

に
進
学
な
さ
る
か
た
の
ご
父
兄

▼
融
資
額
　
最
高
5
0
万
円
ま
で

金
利
　
年
7
・
1
％
（
予
定
）

▼
取
扱
開
始
　
5
4
年
1
月

く
わ
し
く
は
最
寄
り
の
公
庫
支
店
、

銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
ま
で

Ｈ
Ｈ
“
．
1
＝
“
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｈ
日
日
。
Ｈ
ｈ
Ｈ
”
崇
“
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
い
Ｈ
Ｈ
“
＝
“
Ｈ
”
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
。
Ｈ
Ｈ
』

第14回遠賀郡
ロードレース大会

♭期日12月10日　10時スタート
♭場所　岡垣町中央公民館前集合
レ種目　中学生の部　5ｋｍ　高校生の部10ｋｍ

一般の部　10ｋｍ
♭参加料　中学生…100円　　高校生・一般…300円
♭主催　遠賀郡体育協会
♭申込12月8日まで町教育委員会まで
参加賞、その他賞品を用意しています。多数の参加を。

地、頃末（18区）

7日　吉田本村（1・2組）、美吉野団

地、机、立屋敷、伊左座、中央区

商店街、月夜待、ヌメリ石

好日　宮尾、美富野団地、樋口卯月、吉

田本村、二、下二、川端、大橋、

住町二

県道筋

9日　樋口、机社宅、下二町住、

御輪地、高松区、

11日　頃末（6・1ト14区）、宮ノ下社

宅、車近東、頃末（15・25区）、

新生街（山ノロ）

12日　頃末（6・11・14区）

13日　吉田団地、古賀区

14日　吉田団地、古賀区、猪熊

15日　吉田団地、古賀区、樋口

16日　下二、富田本村、鯉口区

ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊

′、　　　…！

諾18日　伊左座、二、猪熊町住
Ｉｌ

！！19日　古賀県住

ｉｉ2甲　樋口商店街
！！21日　みずほ団地

ｉｉ22日　みずほ団地、幼稚園通り、梅ノ木

区
、4ご

ｉｉ23日　幼稚蹴通り、梅ノ木区
！！

報25日　梅ノ木区

Ｈ　26日　猪熊
！！

ｉｉ　27日　猪熊

ーお　　　　礼一
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈

がありました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっ

くお礼申し上げます。

猪　　熊　　故宮川タカ殿　　宮川喜代子殿

吉田宮尾　　故守口チトセ殿　　守口基隆殿

吉田団地　　故高　佐　一　殿　　高佐ツヤ子殿

あなたの役場です　電話匿01）4321

巻
　
町
　
企
　
画
　
財
　
政
　
課
一
電
　
話
　
6
0
1

印
　
刷
　
遠
　
賀
　
印
　
刷
　
株
　
式
　
会
　
社


